
議
員
が
生
ま
れ
た
、
な
ど
、
緒
戦
の
変
化
を
獲
得
し
た
。

問
題
は
、
今
後
だ
。

法
律
の
廃
止
な
ら
ば
、
国
政
選
挙
を
経
て
国
会
で

決
着
を
！
の
声
も
あ
る
。
勿
論
、
肯
け
る
が
、
こ

と
は
、
注
意
深
い
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

＊
｜
般
の
法
律
と
違
い
憲
法
侵
害
す
る
重
大
性

ま
ず
、
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
重
大
性
が
他
の

法
律
と
ま
っ
た
く
違
う
。
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
は

憲
法
を
侵
害
（
個
人
の
自
由
に
網
を
か
け
て
態
法
を
機
能

停
止
に
）
し
て
い
く
法
な
の
だ
。

＊
主
権
在
民
を
掘
り
崩
す
仕
方
の
歴
史
比
較

国
会
の
審
議
で
出
色
だ
っ
た
の
は
、
石
原
慎
太
郎

議
員
が
安
倍
晋
三
総
理
を
前
に
言
っ
た
言
葉
だ
。

「
あ
な
た
の
お
じ
い
さ
ん
の
岸
信
介
さ
ん
の
や
り

方
で
、
毅
然
と
し
て
や
り
な
さ
い
」

安
保
条
約
の
成
立
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
安
保
の

法
体
系
は
、
主
権
在
民
の
「
外
」
か
ら
押
し
つ
け
、

国
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
。
他
方
「
秘
密
保
護
法
」
は
、

主
権
在
民
の
内
部
か
ら
国
民
の
権
利
を
堀
り
崩
し
て

い
く
。
ま
さ
に
、
よ
り
深
刻
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
安

倍
の
国
民
に
対
す
る
宣
戦
布
告
Ⅱ
と
言
う
べ
き
事

態
な
の
だ
。

｛
報
道
｝私
た
ち
は
何
に
立
ち
向
か
う
の
か

寺
島
栄
宏

＊
は
じ
め
に

安
倍
政
権
は
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
反
対
の
声
の

多
さ
に
驚
き
、
法
案
成
立
の
３
日
後
の
夕
刻
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
ニ
ュ
ー
ス
を
中
断
し
、
急
き
ょ
総
理
記
者
会
見

を
放
送
、
総
理
は
一
方
的
に
自
己
弁
護
し
た
。
他
方
、

自
民
党
は
問
題
点
を
指
摘
し
た
主
要
紙
を
攻
撃
し
た
。

会
見
で
安
倍
は
「
国
民
の
知
る
権
利
を
侵
す
と
か
、

一
般
の
人
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
断
じ
て
な
い
」
と

何
度
も
断
言
し
た
。
し
か
し
「
条
文
に
は
書
か
れ
て

い
る
」
と
記
者
の
誰
ひ
と
り
質
問
し
な
か
っ
た
。

集
会
や
デ
モ
に
も
行
け
な
い
広
範
な
国
民
は
「
ウ

ソ
」
だ
と
判
ら
ず
、
安
倍
支
持
の
影
響
は
続
く
。

＊
法
案
成
立
と
引
き
か
え
に
得
た
も
の

こ
の
間
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
廃
案
を
求
め
る

運
動
が
得
た
も
の
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

終
盤
に
な
っ
て
一
部
を
除
い
た
マ
ス
コ
ミ
が
、
こ

ぞ
っ
て
法
案
の
重
大
性
を
報
道
し
た
こ
と
で
、
「
秘

密
保
護
法
」
の
運
用
に
不
安
而
・
８
％
、
国
会
の

議
論
が
不
十
分
で
「
廃
止
」
「
修
正
」
を
合
わ
せ
る

と
躯
・
３
％
に
な
り
、
国
民
は
強
行
採
決
に
不
満
を

示
し
た
。
そ
の
結
果
、
安
倍
内
閣
支
持
率
を
１
割
強

（
ｎ
．
３
％
）
低
下
さ
せ
、
法
案
の
修
正
に
廻
っ
た
政

党
に
矛
盾
が
深
ま
り
、
安
倍
す
り
寄
り
に
決
別
す
る

運対蕊ｆ鋤
規場海騒
特定雛ｲ蹴去
と市民

運
動
の
現
場
か
ら

市民の意見Ｎ○.１４２２０１４/２／１ 2１

■
洞
画
朗
唱
頃
》
＆
晶
岬
．
Ｉ
ｒ
電
源
盤
９
３
潮
■
■
■
画

＊
安
倍
内
閣
の
強
さ
の
性
格
と
弱
点
を
見
つ
め

た
市
民
運
動
と
マ
ス
コ
ミ
の
戦
略
を

自
民
党
は
前
回
の
参
院
選
比
例
代
表
で
、
投
票
率

調
％
で
訂
％
の
支
持
を
得
た
。
棄
権
し
た
人
を
考
慮

す
れ
ば
、
安
倍
支
持
層
は
国
民
の
２
割
を
切
っ
た
。

私
達
に
は
対
象
を
格
段
に
広
げ
た
運
動
が
鍵
に
な
る
。

公
明
党
は
、
「
秘
密
保
護
法
」
成
立
に
手
を
貸
し

た
が
、
原
発
再
稼
働
で
は
安
倍
政
権
の
突
っ
走
り
路

線
に
対
し
足
場
は
異
な
る
。
前
回
の
参
院
選
「
将
来

的
な
原
発
ゼ
ロ
」
の
公
約
は
重
い
。
再
稼
働
問
題
は
、

自
公
政
権
の
連
携
の
ア
キ
レ
ス
腿
と
も
な
る
。
故
に

ロ
ビ
ー
活
動
の
勘
所
で
も
あ
る
。

今
後
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
廃
止
を
求
め
る
法
案
の

提
出
は
、
脱
原
発
・
再
稼
働
反
対
の
運
動
と
共
に
再

高
揚
し
、
市
民
運
動
の
側
と
政
党
の
連
携
の
も
と
、
国

会
会
期
と
結
ぶ
市
民
運
動
の
盛
り
上
が
り
の
全
国
的

な
展
開
と
噛
み
合
っ
て
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
安
倍
内
閣
独
走
を
阻
止
す
る
た

め
の
脱
原
発
保
守
層
と
、
３
．
皿
後
の
市
民
運
動
の

連
携
の
探
求
、
そ
れ
に
マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方

だ
。
広
く
社
会
の
広
範
な
層
に
影
響
を
与
え
る
意
識

的
な
反
原
発
運
動
・
秘
密
保
護
法
廃
止
運
動
の
作
戦

が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
重
要
な
の
が

マ
ス
コ
ミ
取
材
と
の
付
き
合
い
だ
。
歴
史
の
教
え
で

は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
全
体
と
し
て
良
い
仕
事
が
出

来
る
基
本
は
、
市
民
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
時
だ
。

社
内
も
良
い
情
報
が
出
し
易
く
、
ま
た
通
り
易
く
な

る
。
何
故
な
ら
マ
ス
コ
ミ
は
企
業
だ
か
ら
。

（
て
ら
し
ま
・
し
げ
ひ
ろ
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）


